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らゆる悲惨さは、労働への情熱から生まれる」と結論づけた。アイドラー、ラウンジャー ボヘミアン、ソーンタラー、ト ンプ、フラヌール、ビートニク、バム ヒ
ッピーなど本書に登場する多彩なスラッカーたちは、各時代の勤労主義者の労働哲学を反転させたが、彼らの生き方や彼らが生みだした芸術を消費したのは、勤労主義者でもあった だ。　
いま日本では、ニートやワーキ















イドはこれに修正を加えて、彼らは既存の境界を超えるだけでなく、隠されていた境界を表出させたり消したり、動かしたりする働きもすると指摘する。彼は、トリックスターを「関節＝業師」と名づけ、その破壊的想像力とそれに基づく技芸を記述 。すなわち、トリックスターは、私たちがみずから再生産している文化や社会をあたかも永久不変のものとみな 、ずからの世界を形づくる作業に参与する／できることを忘れ そうしてつくられた文化に苦しめられるとき、古い境界を消し去ったり、窮屈な区分を緩めて接合部 油塗ったり、そこに開口部 つくり「規則」が禁止を命じていた場所に交渉を開始させたりして、文化の根本的な形状を変化させるのだ。　
だが、私たちの社会ではトリッ







市の一大叙事詩。アナキスト詩人の小野十三郎から始まり、一九○三年の第五回内国勧業博覧会に際して裏仕事を担った小林佐兵衛「将棋の王様」阪田三吉、織田作之助と『貸間あり』 映画監督川島雄三、借家人同盟を率いた無政府主義者たちに飛田遊郭の娼婦ち――著者のこ ばでいえば、怪しげな投機家、人道主義者の極道者、悪評だらけの企業家、単独決起する車夫、わがもの顔でのし歩く博徒、警察に追われるアナキスト、野宿 私娼たち、ハッタリめいた運動家 あるいは嫌われ
のジャーナリスト――本書は、大阪ディープサウスの空間性を創りだしてきた人びとの生き様から、日本の社会思想の流れを独自の視座で汲みだした大作である。　
私が関心を寄せている「インフ








は法的には禁止されているが、社会的には許されてい 行為を意味する。だが法 とは異なり、どんな行為が何故どこまで許されるのかはよくわからない。なぜなら、この道義性とは、本書で描き出 てい よう 、ば ばらの方向をむいた勢力がひしめきあい、互いの行為に整合的 意味を読み込むこと 拒みながら、人間臭い駆け引き／調整をすることを通じて事後的に発見される何かでしかないからだ。それでもインフォーマルな領域は まある世界に身を投じながら、その世界の構成に戯れる術に満ち溢れて る。（おがわ
　
さやか／立命館大学准
教授）
